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くな ってキャビテーションは発生 しやす く




る.し たが って壊食量 はある温度でピーク
値を示すことになる,
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図 ユ 水 の 温度 と壊 食量
*元 福井大学 工学部 機械工学科
(TsunenoriOkada)











図3は エチ レングリコール,ア ニ リン,
アニソル,ベ ンゼンの有機溶媒中で温度
を変化させて,Alやホワイ トメタルの壊
食量 と蒸気圧 の関係を調べ たものであ
る3).図2とよく似た傾向を示すが,蒸
気圧 の低い低温では溶媒によって壊食量
に差 が生 じるのは粘性 の違いによる気泡
の分散や崩壊圧が異なるためである.最
近原子力関係などで水以外の液体が用い
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表面 張 力,NI皿 ×10-s
図4表 面張 力 と壊 食量
で ピークとなるような山形の傾向を示すと考えて
よい.






















































































































































激 しいキ ャビテーション壊食が発生す る9-一一11),
図6(a)は高含水作動液の粘度,表 面張力および




















HWSF中ではイオ ン交換水 中に比べてき裂数 は
少ないが,き 裂が深 くまで進展 して大 きな壊食粉
を脱落するのでHWBF中 で も厳 しい壊食面を形
成すると考えられる13},








で与 え られ る.ρ1,ρ2は液体 お よび固体 の密度,
Cr,C2は液体お よび固体 の音速 で,ρCは 音響 イ
ンピーダ ンス と呼ばれ る量 であ る.ρCが 増加 す
る と衝撃圧 は高 くな る,水 滴 との衝突実験 に よる
と,水 滴は衝突後速 やか に横 に広 が るので,圧 力
は衝突 のf-;:.間生'じて衝突 中 で もす ぐに低下 す る,
s1
















1:カーボ ン ・テ トラクロラ イ ド


















圧 力 の ピー ク時 間は2～3μsで あ るが,95kgf/
mrn2の圧力 が測定 されて い る.実 験条 件 と して
v720m/s,C1=1500m〆S,ρ1二1,p2=。。
を用いて ρを計算 す ると,ρ=108kgf/mm2とな
り実験 値 とほぼ一致 して い る15).気泡崩壊 によ
るマ イクロ ジェ ッ トの場合 も同様 で,作 用 時間 は
約2μ3で 衝撃荷 重約10Nが 測 定 され てい るが,
作 用 した面積 が計 測で きな いので作用圧力 は不 明
で あ る16}.図8は 種 々の 液 中でのAgの 壊食 量
と ρCの 関係 を示 した もので あ る.壊 食量 は液 の
音響イ ンピーダ ンス と比例関係 にな らないが,一








































































い17,18),図9は著者 らが ミシガ ン大学のベ ンチ
ュリ管装置で行なった実験結果であるが,A1の壊
























・:3%食 塩 水 中
。;O.5%食塩 水 中




























































では溶存酸素量 が減少 し始める3%付 近で最低










































































図 ユ1S15C炭 素 鋼 の3%食 塩水 中 にお げ る
w,Cw-xvB),wA
$3







































で与 え られ る2s].図llはSl5C炭素 鋼 の3%
食塩水 中 にお けるw,w一 ωB,ω週の変化を示 し
た ものであ る,式(2)を 質量減少率 で表 わす と
w=wA+ωB+dw(3)
とな る.wAと4ω は ともに機械 的作 用成分で あ
るか ら,1〃4+∠ω=党ω』とす る と,
w=kwA+w$
とな るか らこれ よ りkは
34











































す種hの クロメー ト添加 の効果を求めた結果でも




5.電 気 腐 食




初期では腐食の影響が大 きいが,定 常期 になると
一84一
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つ いて試験 した結果28)によると,試 験片 をカ
ソー ドに したときもアノー ドに したとき も電流を
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